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初秋とはいえ、曇天で肌寒さを感じる土曜日、午前10時にＪＲ三鷹駅の改札前に集合した。三浦さん準備の「参加のしおり」、「語り継ぐ会」作成の「現地調査の手引き」、「知っていますか『三鷹事件』」。梁田政方（やなだ・まさかた、語り継ぐ会世話人）氏作成のレジメ「三鷹事件とは？」などをもとに説明を受けた。


｢三鷹事件｣とは？


そもそも三鷹事件とはどのような事件だったのか。１９４９年７月15日、夜９時23分（当時はサマ―タイムで８時23分）に三鷹駅で無人電車が暴走。複数の民家が全・半壊、市民６名が死亡、20名が負傷。国鉄労働者と共産党地区委員ら12名が起訴されたが、第一審（東京地裁）では、竹内景助氏のみ単独犯行により無期懲役、共同謀議は「空中楼閣」とされ他の被告を全員無罪とした。第二審（東京高裁）が無期懲役を死刑に覆すと、竹内氏は55年２月から再審・無罪を主張して活動を開始。しかし最高裁(田中耕太郎裁判長)は同年６月に｢８対７｣の１票差で「死刑」を確定した。その後66年に「脳腫瘍」を発症した竹内氏は、当局が独房から病舎に移すこともしない67年１月18日、独房で45歳の生涯を閉じた。


事件現場に立って


　「語り継ぐ会」の古川さん、梁田さんたちはこうした事件の推移を、同年に起きた下山事件、松川事件、翌年の朝鮮戦争との関係をからめながら説明。事件現場近くの駅、駅前陸橋上、三鷹電車区の車庫が展望できる跨線橋（90ｍの陸橋）の上まで案内して解説してくれた。電車がどのように突っ込んだかがよくわかった。事件の時間帯に竹内氏は宿舎の風呂に入っていたというが、その宿舎の場所跡も遠望しながら、竹内氏が犯行現場に瞬間移動できたかどうかを思った。


興味尽きない禅林寺


　その跨線橋から最後の見学地、事件の犠牲者慰霊の碑がある禅林寺までは30分の徒歩。年寄りにはこたえたが「連雀町」の地名の由来などを楽しく聞いた。慰霊碑前ではその建立の由来を学び、その寺に森鴎外（林太郎）と太宰治の墓が向かい合って建っている意味も


聞いた。


謀略の同じ手口？


　この後、連雀コミュニティセンターに移り昼食。そこでＤＶＤを視聴し、梁田さんたちの話の続きを聞いた。梁田さんが52年の白鳥事件の体験を話され、刑事は「共犯者」を捕まえて「自白」させ「真犯人」を捕まえるという三鷹事件との共通点を指摘されたのが印象


に残った。


　午後１時には退室しなければならず、参加者がなぜ参加したのかなどの交流の時間が十分もてなかったのが残念だった。私は20歳代半ばに歴史教育者協議会（歴教協）に参加し、そこで小松良郎さん（長く歴教協の副委員長を勤めた）の『三鷹事件』（三一新書、初版67年）を知り、それ以来竹内景助氏の無実を信じていた。初めて現地の見学会に参加し、得るところが多かった。もう鬼籍に入られた小松さんの生誕１００年の本年、このような会をもってくれた関係者に感謝申


し上げたい。


　　（岩本　努・記）





　調布｢憲法ひろば｣は、10月13日の第１４０回例会のテーマを「戦争法・共謀罪法が強行され改憲が企てられる現在を『三鷹事件』から学ぶ」とし、フィールドワークにとりくみました。「ひろば」の三浦久美子世話人の手配で「三鷹事件の真相を究明し、語り継ぐ会」（語り継ぐ会）の石川鐵雄・古川啓・梁田政方・石塚勝・田中茂富の５氏（右上写真右から順）に案内役を引き受けていただき、記録は岩本努世話人、写真はむらき数子世話人が分担し、参加は21人でした。（編集部）
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69年前に、この車庫から無人電車が暴走した！
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ねばり強く真相を究明している「語り継ぐ会」の人びと
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